
日 時 ２０２２年１１月４日（金） １６時１５分～１７時１５分

対 象 どなたでもご参加いただけます。

実施方法 ハイブリット

メイン会場 京都里山SDGｓラボ「ことす」 ※裏面mapも参照ください

定 員 メイン会場：５０名、オンライン：２００名 （いずれも先着）

申込方法 https://forms.gle/MCJWCmZXeN9KaGuc6

プログラム ●SDGsの企業活動紹介～全国の事例から～

●社員に芽生えた意識や行動の変化とは～ある企業の取組から～

●京都で進むSDGs活動の見える化～きょうとSDGsネットワーク～

京都市 総合企画局 総合政策室
SDGs・レジリエントシティ推進担当
（電話）075-222-3379
（メール）sdgs@city.kyoto.lg.jp

「SDGs」って何をすればよいの？どんな効果があるの？
取組の見える化について、企業活動事例、取組の実体験を中心にご紹介します。

1965年京都生まれ。1989年に大東京火災海上
保険（株）に入社後、2度の合併を経て、本社営業推
進部門勤務やトヨタ自動車出向等でトヨタ生産方式
に基づく業務改善活動を経験。

2010年に京都自動車営業課長、2018年京滋自動
車営業部長を経て現職。

地域戦略室では、社会・地域課題解決に向けた取組
みを多くの地方公共団体や地元企業と実現させ、
SDGsの視点からの各種提案にも精力的に取り組ん
でいる。

2022年度より、きょうとSDGsネットワークのサポ
ーターとして登録。

すぎた ひろあき

杉田 浩昭
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担当部長
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よしだ けんいち

吉田 健一

株式会社合通トラスコ
コーポレート統括部
部長

1984年大阪生まれ。コーポレート部門およびサステ
ナビリティ推進担当を兼任。

SDGs達成に向けて７つの重点課題を掲げ、その中
のひとつ、「パートナーシップと地域社会への貢献」で
は物流業を基幹とした企業活動を通じて公民連携を
強化し、社会的問題解決に向けた取組みを推進。

加えて教育委員会との連携にも注力し、実際の活動
を通じてSDGsを身近に感じながら、学ぶことが
できる機会を生み出す学校教育支援活動を実践して
いる。

2022年度より、きょうとSDGsネットワークのサポ
ーター、京都ＳＤＧｓパートナーとして登録。

サイエンスアゴラ in 京都 第６回京都大学超SDGsシンポジウム（11/4～６）

https://forms.gle/MCJWCmZXeN9KaGuc6


SDGsとは？

サイエンスアゴラ in 京都

第６回京都大学 超SDGsシンポジウム

「持続可能性のみんなごと化-まぜて、こえて、
つくりだそう-」

持続可能な開発目標 （ S D G s ： S u s t a i n a b l e
Development Goals）とは、2001年に策定されたミレ
ニアム開発目標（MDGs）の後継として、2015年9月の国連
サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能な開発
のための2030アジェンダ」に記載された、2030年までに
持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。

17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰
一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っ
ています。

SDGsは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユ
ニバーサル（普遍的）なものであり、日本としても積極的に取
り組んでいます。

(引用：外務省 JAPAN SDGs Action Platform)

●「ことす」とは

京都市右京区京北地域にある元京北第一小学校の

一部をリノベーションしたテレワーク及び地域の

方々とのコミュニケーション拠点。

テレワークだけでなく、地域課題に向き合い、

脱炭素社会に向けた創・省エネやアップサイクルの

取組み、里山ならではの食・健康・文化などの

再発見など、新たな「こと」をおこす施設です。

メイン会場

〒601-0251 京都市右京区京北周山町下寺田11

元京北第一小内

京都里山SDGsラボ「ことす」２F DXスタジオ

２018年から始まったSDGsを学び体験するシンポジウム。

第6回では、前回、第5回「持続可能性の自分ごと化」から

一歩進み、一人一人が持続可能性について行動すると

ともに、2025年大阪・関西万博に向けたレガシーづくりの

ために、みんなで共創する場を設けます。

シンポジウムでは、市民参加型のアクションリサーチである

「シティズン・サイエンス」の事例紹介やメイン会場での

共創会議を主なプログラムとして実施予定です。

◆11月4日（金）

10:00-12:30：京都超SDGsコンソーシアム活動報告会

13:00-13:50：シティズン・サイエンス先進事例セミナー

14:00-16:00：SDGs問答「シティズン・サイエンス」

★16:15-17:15 ：第2回SDGsセミナー

◆11月5日（土）

「万博に向けた資源循環分野のレガシーづくり！ブレスト大会」

10:00-12:00、13:00-14:00：ピッチトーク

14:30-17:30：共創会議

◆11月6日（日）

13:00-14:00：共創会議プレゼン

14:00-16:00：SDGs問答

「大阪・関西万博、2050年に向けたレガシーづくり」

■主催：京都大学

■共催：京都超ＳＤＧｓコンソーシアム

■後援・協力：国立研究開発法人 科学技術振興機構（JST）、

公益社団法人2025年日本国際博覧会協会、

近畿経済産業局 ほか

（詳細）https://eco.kyoto-u.ac.jp/sdgs/kyoto-times/3448/

https://eco.kyoto-u.ac.jp/sdgs/kyoto-times/3448/

